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A yearly design festival in Singapore that contributes to it being 

a City of Design in the region. In its 6th edition, Street of Clans 

is part of the initiative to create design awareness and unity in 

the local context of kinship across the past and present.

Sea the Light @ Street of Clans
Bukit Pasoh Road, Singapore Design Week 

8th-10th March 2019 
Team: Sherri Goh, Niken Wulandari Sutanto, Quratuaini Bte Jamil, Tang Chia Xing

Singapore Design Week was held on 4th-
17th March with major highlights such as 
Brainstorm Design Forum, International 
Furniture Fair, Design and Heritage Trails, 
District Activation and Craft Markets. 
Street of Clans at Bukit Pasoh was part 
of the “Empower my Community” initiative 
that brings people, history and culture 
together. Majority of the clans in Singapore 
were set up long that road itself as part of 
the Straits Settlement that were there to 
support immigrants new to Singapore, like 
an extended family.

The lighting design concept for this event 
is inspired by the journey and experience 
of the people in the clans that travels to the 
unknown land by sailing through the deep 
water. “Sea the Light” is a lighting installation 
of being adrift in the tranquil dark blue of 
the sea. The relationship between human 
and nature is bridged by the warm lanterns 
that lit in the cool surrounding of the night. 

Located at the small alleyway at Bukit Pasoh 
Road, Lighting Detectives transformed the 

Internal lantern-making workshop with recycled materials

Introduction to the Gan Clan

Back Alley connected to Bukit Pasoh Road

Programming of light with Martin

space into an interactive and refreshing 
environment that invites people to use the 
space at night. The alley was immersed 
in sea-blue coloured lights that keeps 
moving as subtle as the movement of the 
waves. At the same time, the workshop 

engaged people to participate in the lighting 
installation by creating their own personal 
lanterns that was displayed together with 
others during the event. The lanterns 
decorated the space, creating a familiar 
warm feeling that welcomes people.
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In order to realise this concept, Lighting 
Detectives collaborated with lighting 
manufacturers in Singapore, who helped 
us throughout the whole preparation and 
installation process. Few weeks before the 
event, we started the coordination with 
Martin Lighting by Harman and ENDO 
Lighting to ensure the all of fixtures are 
available and ready to be used for the big 
day. Despite of the limited time and various 
restrictions on the venue, we managed to 
set up the installation successfully with our 
enthusiasm and excitement towards the 
event.

Prior to the event, we had an internal 
session at the office to make 50 lanterns 
to create a base ambience for the set-up 
and preview of our installation. Mounting 
details for the fixtures were also made using 
unwanted stools in the office as affixed 
bases. These were all fabricated internally 
to support the upcycling spirit of the entire 
Design Festival.

On the event day, we had kids workshop 
in which we encouraged locals around the 
neighborhood to do lantern making. We laid 
down a few craft items on the table; such 
as colored tracing paper, black construction 
paper, markers, color pencils and scissors. 
We had also prepared templates that we 
from the festival design for this event for 
them to use and draw. We noticed that 
participants preferred to be free and 
imaginative towards the subject or objects 
that they liked to draw. Although it slightly 
differed from our expected intentions 
and outcomes, the workshop was really 
popular and appreciated. Children were 
so impressed with what they made, that 
many of them wanted to bring it home 
for personal display. Instead, we had to 
request to display their lantern at the alley 
on staircases which glows in a golden hue 
against the sea blue background. To us, it 
still seems a success which represents the 
SEA OF IMAGINATION from our young local 
artists!
       
On the actual day, we had help from office 
staff and suppliers who volunteered for this 
event.
Participants started strolling in once the 
set-up was ready for the workshop. The 
workshop was well received by many, 
young and old, and at some point, the seats 

that we catered were not even enough to 
hold the number of participants. We had 
to stagger their visits so that everyone 
can work comfortably with the materials 
and help that we can provide them with. 
Although we had an online registration 
before the event, most of the participants 
that turned up were walk-ins, drawn by the 
crowd of the workshop and lighting setup. 
Participants get to design their own lanterns 

Kids at the open workshop!

Hainging their works on display

Lanterns in the sea Light and shadow in the Water

at the workshop and choose a location 
to place their lanterns at the back alley in 
collaboration with our lighting set up, and in 
line with the theme of ‘Sea the Light’ . 

Special thanks to Harman, Martin, ENDO,  
Kadampa Meditation Centre for the 
workshop venue as well as OuterEdit 
and Singapore Design Council for this 
opportunity to participate!　　（Sherri Goh）
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第 63 回街歩き：目黒川桜ライトアップ
目黒川沿いの桜のライトアップを見に行こう！

2019.03.25　　小口尚子 + 太田高志 + 石川新 + 東悟子　　

東京の桜の名所のひとつ目黒川。目黒エリア 4km に

800 本の桜が植えられており、満開時になるとむせか

えるような花の景色に圧倒されます。このエリアでの桜

のライトアップは成功しているのかを探りました。

都内でも人気のお花見スポット目黒川。今回の街
歩きではルートを中目黒→目黒、五反田→目黒の
２つに分けて、それぞれ桜をどのようにライトア
ップしているかを探りました。
ライトアップすることにより桜の魅力が増してい
るのか、お花見するのにいい演出となっているの
かを調査。また周辺の環境には光害などの影響を
与える危険性はないのかを考察しました。

■ Team 1　（東急東横線中目黒駅→ JR 目黒駅）
中目黒から目黒にかけて街歩き。中目黒駅周辺の
目黒川はライトアップ自体もさることながら、屋
台や飲食店からの光も活気があり、また桜に対し
ては高い色温度（6500K）の投光器でしっかりと
ライトアップされていました。色温度については
議論がありましたが、色温度が高いことで花びら
の白さを印象的に見せていたように思います。た
だ設置場所によっては歩行者の目線に刺さり眩し
く感じました。ライトアップの傍ら無数の提灯も
延々と連なっており、賑やかで華やかな桜の季節
を演出していました。また街路灯が少ない道の安
全性を提灯が確保している箇所もありました。
目黒方面へ進むと駒沢通りを境に投光器でのライ
トアップはなくなり提灯のみとなり、隣接する飲
食店の自主的なライトアップが時々見受けられる
のみとなります。店舗壁面からスポットライトで
照射したりポータブルの投光器を設置したりとそ
れぞれの工夫がありましたが、やはり地面から照
射しているのは眩しく感じました。
桜のライトアップが主役とすると、低木に常設さ
れているイルミネーションや街路灯、輝度の高い
看板、オフィスの白い明かり等は犯罪者の要素を
感じます。その対策として、運営や安全面を考え
ると難しい課題があるとは思いますが、ライトア
ップの時期だけはタイマー制御にしたり街路灯自
体にライトアップの機能を持たせる等の改善案が
上がりました。
目黒川のライトアップは見に来る人の期待感や特
別感が強いので、桜がライトアップされていれば
それだけで盛り上がる雰囲気はありました。だか
らこそ、街灯の計画や店舗などの周りの環境によ
って桜の見え方が変わるのもよくわかりました。
提灯は近くで見ると特別に美しいものではないの
ですが、連なっている景色はとても綺麗で、更に
その提灯が水面に映る景色が一番印象的で美しい
という意見が多く、真の英雄は水面なのではない
かという結論に至りました。　　　　　（小口尚子）

連なる提灯に賛否両論

往来客にはまぶしすぎるスポットライト

行灯の光源を確かめる団員達

色温度が高い白い照明でライトアップされた中目黒周辺の桜

■ Team 2（東急東横線中目黒駅→ JR 目黒駅）
2 班で話題になったのは３点。桜は何色の光でラ
イトアップすべきか、目黒川で目立っていた提灯
は必要か、桜をどのように当てるのが正解か。
まず 1 つ目の色に関しては、色温度の低い電球色
で当てるのがいいのか、それとも日中の色温度に
近い昼光色で当てるのがいいのか、少し赤みを帯
びたピンク色っぽい色を当てるのがいいのか、意
見が分かれました。電球色だと桜の色の再現性に
欠けるということで、演色性の高い昼光色を好む
意見が多かったように感じます。ただ周りの出店
や提灯が電球色だったので、遠景から見て統一感

があるのは電球色なので電球色が好ましいという
メンバーも。
2 番目の提灯に関しては外国人観光客にとっては
日本らしさやにぎやかさの創出に寄与しており、
好まれるかもしれませんが、主役である桜より目
立っており、少しうるさいという意見も出ました。
3 番目の照明手法ですが、中目黒駅近辺のライト
アップは川の両サイドの手すりに長方形の照明器
具が取り付けられ、桜の枝先を広範囲に照らして
いました。地面に置かれた照明や店舗横に取り付
けられたスポットライトで人の目を指す挟角の照
明より少し高い位置から広範囲に照らし上げるも

目黒川沿いのお店が独自に設置した照明があちこちに
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常設灯の冷たい光と提灯の暖かい光

桜の木を強く照らす常設灯 _ 犯罪者

目黒から中目黒方面見た様子　桜はライトアップされていない 水面に写る提灯の光 _ 英雄

のが好まれていたように思います。
街歩きを通して一番好印象の声が上がっていたの
は水面にうつる提灯のあかりでした。やはり桜を
差し置いてという感じはしますが、桜と水面に反
射するあかりが幻想的な景色を作り出している景
色は見る人の心を打つようです。
一長一短がある桜のライトアップですが、結局の
ところほんの束の間の桜の開花を友人や家族でに
ぎやかにお酒片手に楽しみたい人にとって桜がど
んなふうに照らされていても、非日常的空間にな
っていれば楽しめるではないかと思いました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 東悟子）
■ Team 3（JR 五反田駅→ JR 目黒駅）
3 班は JR 五反田駅からかむろ坂・目黒にかけて街
歩きを進めました。
始めは目黒川、住宅街にそって街歩きを進めてい
ましたが、桜のライトアップがされておらず暗か
ったため、目黒川から少し離れて、満開のかむろ
坂桜並木のライトアップを鑑賞。桜の木が一本一
本、白色ＬＥＤの光で照らし上げられて桜のトン
ネルが遠目でも認識でき、非常に綺麗に見えまし
た。その一方で桜の木に近づいてみると、ライト
アップのための仮設支持物が木に沿って建てかけ
られ、デリケートな木を保護しているかと思いき
や、隣の木まで電気配線されており、多くの荷重
を掛けていたことが非常に残念にでした。またフ
ラッドライトの据付け位置が適切でなく、幹を不
必要に照らしていて、残念ながら英雄の光と言え
るものではありません。照射方法の改善の余地が
多いと思いました。
しかし太鼓橋付近では、目黒川のぼんぼり（20W
白熱ランプ）の桃色面を通過した温かい光によっ
て照らされた桜の花が暗闇に慎ましく、薄紅色に
光って、風情を感じました。また、川面に写りこ
んだぼんぼりのオレンジの光が揺らいでとても美
しく英雄だと感じました。今回桜が咲いていなか
ったので分かりづらかったのですが、桜が綺麗に
照らされるのは提灯のおかげもあるのではないか
と思います。
街歩き終盤の目黒新橋ではたくさんの眩しい照明
を発見。親柱の 4 面に取り付けられたレトロな形
状のブラケット照明は乳白カバーで覆われている
ものの、輝度が高く、不快グレアを出していまし
た。目黒新橋につながる権之助坂商店街歩道では、
天井にデザイン配置されたアーケード照明の白色
光が、昭和の昔ながらの雰囲気が残る飲食店街を
リズミカルに明るく活気づけているという意見が
ある一方、数多くの蛍光灯の照明がとても眩しい
という感想もありました。
今回の街歩きでは、思った以上にライトアップが
されておらず、暗闇が多いと感じましたが、それ
とは反対に多くの英雄の卵が存在していると感じ
ました。　　　　　　　　　　　　　　（太田高志）

■ Team 4（JR 五反田駅→ JR 目黒駅）
4 班は、3 班同様に JR 五反田駅から目黒駅まで
の目黒川沿いを街歩きしました。五反田駅を出て
少し行くと “さくらまつり” と書かれたのぼり旗
が並んでいました。すぐに川沿いには行かずに桜
伝いに歩いて行くと、学研の東京本社があります。
学研前の並木を照らすライトが１つだけ暖かい色
になっており班員での議論が始まるいいキッカケ
になってくれました。
五反田周辺の目黒川沿いは三月下旬でも桜が咲い
ておらず、提灯のみで桜のライトアップはされて
いませんでした。しかし、だからこそ気付けたこ
ともあったと思います。川沿いのマンションの常
設灯は、普段ならいい照明 ( 英雄 ) かもしれないが
提灯の暖かい光との相性は良くないもの ( 犯罪者 )
でした。また、常設灯が桜の枝を邪魔しているよ

うなところも見受けられました。照明は一度設置
したら終わりではなく、設置した後もどのように
人々の生活や周辺の環境に関わっているのか見届
けることも重要なのだなと考えさせられました。
今回私は街歩き初参加でしたがとても楽しむこと
ができました。参加者は様々な所属の人がいて、
各々の視点を持ち感想も多種多様で、同じ照明で
もいろんな見方が出るのだなと感動しました。ま
た、普段自分は照明を仕事や研究対象にしている
わけではないので圧倒的に知識不足も感じました。
照度がよくわからないので定量的な判断を下すの
は難しかったですが、定性的ながらも光を感じ取
り英雄と犯罪者の判定はできたかなと思います。
街歩きで特に気になったのは照明の統一感と環境
への配慮です。今後街を歩く際にはその点に注意
して見たいです。　　　　　　　　　　（石川新）

お店の前に置かれた器具の位置を調整する団員達 熱心にメモをとる団員

昔ながらの面影が残る商店街　　花見後に寄りたくなる雰囲気
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第 61 回照明探偵団サロン
目黒川桜ライトアップ街歩きレビュー

2019.04.17　　 細野恵理奈

3 月末に開催した目黒川桜ライトアップ街歩きのレヴュー

を開催。20 名を超えるメンバーが集い、各々の桜へのラ

イトアップに対する意見を披露しました。

花見シーズンも終え、ようやく暖かさが到来した

4 月 17 日、目黒川桜ライトアップの街歩きレビ

ューが行われました。

団員達の多くが英雄と認めたのが、桃色の提灯の

連なりが映り込む目黒川の水面。上ではライトア

ップされた桜の枝や花が揺れ、水面では灯りがゆ

らめく様子が幻想的で美しかったとの声が集まり

ました。しかし、それらを照らす投光器や光の色味、

ライトアップを取り巻く環境については、多くの

賛否両論が上がりました。

桜まつりの主役である桜のライトアップの色味に

ついて、まず議論が三分。「目黒川といえば白い桜」

の期待通り、白色の光で照らすのべきとの意見や、

電球色がよいという意見。また、「花見はお酒が目

的なので、もはや何でもいいのでは？」という正

直な意見も。赤の演色性が高い光源を用いて、淡

い桜色を生かした照明を試したいという声には、

皆同意しました。

桜を照らす投光器については、大多数がグレアを

指摘。特に目黒川周辺の店が自主的に設置してい

た投光器について、水平に照射することで対岸へ

の強いグレアを発生させていた例や、軒先から床

置きで桜を照らそうとして歩行者を容赦なく照ら

していた例に犯罪者認定が集中。しかしながら、

自主的にライトアップしようとする行為自体は英

雄だとして皆で称えました。

次に、目黒川沿いに並ぶ提灯については、桜色の

淡さに対してピンクの色味がきつすぎるという

意見も。一方では、その色がお祭りの雰囲気を演

出していたり、桜をほんのり桃色に染めたりする

ので欠かせないとの意見もありました。光源は、

20W の白熱電球と LED 電球の 2 種類があり、提

灯の暖かさや風情を感じさせる白熱電球に高評価

が。点光源で白さと輝度が悪目立ちしていた LED

電球ですが、電力を考えて LED 化すべきという声

も。団員が一列に並び、提灯をひっくり返して電

球チェックをしていた様子については、「傍から見

れば私達が軽犯罪者では？」というコメントも出

ました。提灯のピッチに関しては、密に設置した

方が水面への映り込みや遠景が綺麗だとする声の

一方、桜の花が未開花の箇所では、遠くからは「工

事現場の三角コーンや高速の渋滞に見える」ため

犯罪者だとする指摘も。

桜は何色でライトアップするのがいいのかの議論が白熱

新メンバーも臆せず、独自で調査した内容を発表 解説を加える面出団長

周辺環境では、高輝度の白色の街灯やオフィス照

明が、桜祭りの雰囲気を壊すとして糾弾され、ラ

イトアップの時間帯は遮光するなどの配慮を欲す

る声も。桜のライトアップに対しても興味を持っ

ている店とそうでない店が混在しているため、町

に対してもっと働きかけを行うと、全体の統一感

が増すのではとの声も出ました。

その他、五反田から目黒へ向かった班から「桜の

トンネル」で有名な「かむろ坂」の紹介が。桜が

目線より高い位置からライトアップされ、グレア

フリーの夜桜を楽しめたという声の一方、投光器

の取り付け位置が不適切で、幹を途中で分断する

ような鋭い光が照射されているなど、改善の余地

が大きいとの意見もありました。

桜以外の照明環境もシェアされました。権之助坂

商店街では、天井に配置された蛍光灯が、昔なが

らの通りをリズミカルに活気づけているという見

方があった一方、テトリスのような蛍光管が非常

に眩しく、終電間近に化粧をした姿では歩けない

という切実な声。その他、ある個人宅の玄関用照

明でしだれ梅が球状のランプに覆いかかる姿や、

オフィスビルの本棚照明が好評を集めました。ま

た、雅叙園 1F のラウンジ空間は、種類豊かなデ

コラティブ照明や間接照明、ダイニング内の暖炉

などから全体の明かりが構成され、光のレイヤー

が幾重にも重なる空間として絶賛されました。

各班のプレゼン後には、弘前桜まつりや千鳥ヶ淵

など、全国の夜桜の名所の紹介も。さらに京都か

ら参加した団員が二条城や祇園白川のライトアッ

プの様子を紹介し、街灯として機能する暖かみの

ある行灯、風情ある町並み、すべてが調和のとれ

た様子に、皆から歓声が。最後には団員のひとり

から「桜の色を魅せる照明の考察」というミニ講

義が行われ、桜の色が最も魅力的に見える照明手

法の解が導かれました。

次回は 7 月に２階建てバスで首都高を１周する街

歩き ( 走り？ )。首都高からの夜景はどう見えるの

でしょうか。乞うご期待ください。



【照明探偵団の活動は以下の 19 社にご協賛頂いております。】

ルートロンアスカ株式会社

ウシオライティング株式会社　

岩崎電気株式会社　　

カラーキネティクス ･ ジャパン株式会社

株式会社遠藤照明　

パナソニック株式会社

ERCO / ライトアンドリヒト株式会社

大光電機株式会社

株式会社 Modulex　

コイズミ照明株式会社

株式会社 YAMAGIWA

東芝ライテック株式会社

マーチンプロフェッショナルジャパン株式会社

トキ ・ コーポレーション株式会社

湘南工作販売株式会社

山田照明株式会社　

ルイスポールセン　ジャパン株式会社

DN ライティング株式会社　

三菱電機照明株式会社

探偵団通信に関してのご意見 ・ ご感想等随時受付中です！

お気軽に事務局までご連絡ください。

照明探偵団通信　vol. 98 発行日 =2019 年 05 月 22 日

発行人 = 面出薫　

照明探偵団 ・ 事務局　〒 150-0001　東京都渋谷区神宮前 5-28-10 ライティング プランナーズ アソシエーツ内 （東悟子）

TEL ： 03-5469-1022　FAX ： 03-5469-1023　e-mail ： office@shomei-tanteidan.org　http://www.shomei-tanteidan.org


